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本書のポイント

備考

序　　章　　　見過ごされていた尾張中世史

第 １ 章　　　今川家と織田家の中世

第 ２ 章　　 十五世紀の尾張

著者紹介

第 ３章　　　今川家の没落と織田家庶流の自立

第 ４章　　　今川氏豊と名古屋合戦-言継がみた尾張-

第 ５章　　　今川家の崩壊と信秀の国内台頭

第 ６章　　　那古野家庶流のその後-敦順夫婦から山三郎へ-

本書の内容

織田信秀以前の「織田弾正忠家」に迫る。

信長の直接の先祖については、近年研究が進

んできたが不明な部分が多い。本書では信長

の祖父や曽祖父らの事績を追い、信秀・信長

へとつながる弾正忠家の系譜を再検討する。

「信長の祖父」は本当に「信貞（定）」なのか？

織田信長の祖父として知られる「信貞（信定）」

の名前をめぐり、妙興寺文書に残る実際の署

名を検証。文字の形や筆の運びにまで踏み込

み、従来説を改めて問い直す。

「名古屋」は信長の時代から始まったわけでは

ない。

現在の名古屋中心部にあたる那古野は、信長

以前から今川氏の一族が在城していた。那古

野荘・那古野城・那古野今川氏の成立と展開

を追い、「名古屋」の中世史を描き出す。

表紙（表） 表紙（裏）

織田信長が天下人への道を歩み始める以前、尾張国では何が起きていたのか。

本書は、織田信長・信秀父子の活躍を描く「戦国時代の尾張」から一歩さかのぼ

り、室町時代から天文年間に至る尾張の政治・社会を、織田氏と今川氏という二

つの勢力を軸に描き直すものである。

信長の祖父以前が不明とされてきた織田弾正忠家の系譜、尾張守護代として勢信長の祖父以前が不明とされてきた織田弾正忠家の系譜、尾張守護代として勢

力を伸ばした織田大和守家、室町幕府の奉公衆として活動した今川氏、そして那

古野城を拠点とした那古野今川家--「信長が登場する前の尾張」を知ることで、

これまでとは違った織田信長・織田信秀の姿がみえてくる。
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